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,轍武佐真野一美さん(27歳）現状規模を最大限活黒した効率の良い経営を目指す一美さん

が
、
こ
の
真
野
牧
場
も
先
代
か
ら
馬
鈴

し
よ
と
酪
農
の
兼
業
農
家
。
経
営
比
率

で
は
畑
作
七
に
対
し
酪
農
三
割
の
畑
作

酪
農
農
家
で
、
畑
作
の
ピ
ー
ク
時
に
は

三
十
稀
の
で
ん
原
腸
鈴
し
ょ
を
作
付
け

し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
の
光
行

き
不
透
明
感
か
ら
徐
々
に
酪
農
へ
と
切

り
換
え
、
今
年
か
ら
は
酪
農
一
本
と
な

る
そ
う
で
す
。

こ
の
真
野
牧
場
の
後
継
者
と
し
て
、

今
頑
張
っ
て
い
る
の
が
一
炎
さ
ん
．
’
十

七
歳
。
三
人
男
兄
弟
の
長
男
で
、
地
一
兀

武
佐
小
、
小
学
校
へ
通
児
中
標
津
農

業
高
校
へ
進
学
。
高
校
卒
業
後
は
家
業
に

南
武
佐
の
真
野
光
章
牧
場
は
、
平
成

三
年
に
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
牛
舎
か
ら
フ
リ

ー
ス
ト
ー
ル
・
パ
ー
ラ
ー
方
式
に
移
行
．

現
在
、
乳
牛
百
八
十
頭
（
内
経
雄
牛
行

頭
）
を
飼
養
し
年
間
七
百
臘
、
強
の
牛
乳

を
生
一
崖
し
て
い
ま
す
。

Ⅲ
標
津
町
農
協
内
で
政
佐
地
区
は
、

馬
鈴
し
ょ
生
産
農
家
が
多
い
地
域
で
す

川
簡
題
潅
解

（
函

繭
隊
硴
凱
鱈
冒
穰
Ⅲ

就
き
、
将
来
の
農
業
を
模
架
し
て
い
る
．

｜
美
さ
ん
は
、
小
学
化
、
小
学
龍
の

頃
か
ら
機
械
い
じ
り
が
好
き
で
、
将
来

は
車
の
整
備
関
係
の
仕
事
を
や
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
家

業
を
手
伝
う
う
ち
、
だ
ん
だ
ん
と
農
業

に
染
ま
っ
て
来
た
と
話
し
ま
す
。

し
か
し
一
笈
さ
ん
の
機
械
好
き
は
今

の
機
械
化
さ
れ
た
農
業
経
営
の
中
で
は

重
要
な
仕
事
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
作
業

機
械
の
整
備
か
ら
修
理
、
塗
装
ま
で
た

い
て
い
の
事
は
や
っ
て
し
ま
う
と
い
い

ま
す
。
ま
た
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て

は
、
小
学
校
六
年
化
頃
か
ら
ト
ラ
ク
タ

１
に
興
味
を
待
ち
、
父
、
母
か
馬
鈴
し

〆司
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ょ
掘
り
を
や
っ
て
い
る
時
な
ど
一
人
で

堆
肥
撒
き
を
や
っ
て
い
た
と
い
い
、
そ

の
後
も
今
だ
に
堆
肥
作
業
は
、
｜
笈
さ

ん
の
仕
事
と
し
て
征
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

「
パ
ー
ラ
ー
に
し
て
凶
年
、
乳
牛
頭
数

の
増
加
に
と
も
な
い
乳
量
も
増
え
た
が
、

色
々
な
問
題
も
生
じ
て
来
た
。
ひ
と
つ

は
堆
肥
の
問
題
で
、
肥
料
価
値
を
求
め

て
ど
の
様
な
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
く
か
、

二
つ
め
は
、
牛
群
が
不
揃
い
に
よ
る
搾

乳
時
間
の
ロ
ス
。
三
つ
め
は
牧
草
収
極

の
労
働
力
」
こ
の
三
つ
の
問
題
の
改
善

に
向
け
、
現
状
規
模
で
一
下
し
シ
の
乳
量

を
Ⅱ
指
す
一
笈
さ
ん
で
す
。
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小

ム甫
山ヘヨ

と彌

お城のすばらしい雪健ステージで行なわれた開会式

会
場
に
は
、
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
作
成
し

た
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
の
大
雪
像
の
他
、

小
、
中
、
高
校
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
各
企

業
で
作
成
し
た
大
小
三
十
二
基
の
雪
像

が
花
ぴ
、
見
物
客
や
子
ど
も
た
ち
の
人

気
を
集
め
ま
し
た
。

初
日
の
十
日
は
午
後
六
時
か
ら
前
夜

祭
で
開
幕
、
雪
像
の
引
渡
し
式
、
も
ち

ま
き
に
続
き
、
歌
謡
シ
ョ
ー
や
今
回
花

火
に
変
わ
る
初
の
試
み
と
な
っ
た
、
フ

ァ
ン
タ
チ
ッ
ク
な
レ
ー
ザ
ー
光
線
シ
ョ

ー
が
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

十
一
日
の
本
祭
り
で
は
、
耐
寒
ラ
ジ

オ
体
操
を
皮
切
り
に
ジ
ヤ
ン
ポ
サ
ッ
カ

１
や
小
学
生
の
雪
合
戦
、
人
間
カ
ー
リ

ン
グ
、
ス
ノ
１
ホ
ッ
ケ
ー
な
ど
次
々
と

ゲ
ー
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ポ

ニ
ー
に
よ
る
体
験
乗
馬
も
初
め
て
行
な

わ
れ
、
子
供
た
ち
が
乗
馬
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

ま
つ
り
会
場
に
は
沢
山
の
出
店
が
立

ち
並
び
、
農
協
青
年
部
、
婦
人
部
、
な

か
し
く
つ
フ
ー
ズ
も
農
畜
産
物
消
費
拡

大
を
目
的
に
、
牛
串
や
い
も
団
子
じ
る
、

い
も
も
ち
な
ど
を
販
売
、
特
に
青
年
部

諺
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乾
乳
か
ら
分
娩
へ
。
乳
牛
は
、
生
理

的
に
も
、
環
境
的
に
も
激
し
い
変
化
の

状
況
に
置
か
れ
ま
す
。

牛
の
疾
病
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
時

期
に
集
中
し
て
起
こ
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
表
一
参
照
）
そ

し
て
、
そ
の
原
因
は
乾
乳
後
期
か
ら
分

娩
へ
の
移
行
の
失
敗
に
あ
る
の
で
す
。

太
り
過
ぎ
で
の
分
娩
、
そ
れ
に
伴
う

餌
の
摂
取
量
の
低
下
。

分
娩
後
の
高
泌
乳
に
摂
取
で
き
る
栄

養
が
追
い
つ
か
ず
、
ケ
ト
ー
ジ
ス
や
第

四
胃
変
位
な
ど
、
様
々
な
疾
病
が
発
畿

し
や
す
く
な
る
の
で
す
。

腱
褥
期
の
疾
病
の
や
っ
か
い
な
と
こ

ろ
は
、
こ
れ
ら
の
疾
病
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
（
図
一
）

ボ
デ
ィ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
使
う

分
娩
前
後
に
牛
が
疾
病
に
な
る
の
は
、

分
娩
前
後
の

疾
病
を
予
防
す
る

｜
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

Ｉ
 

乾
乳
牛
の
管
理
に
大
き
な
原
因
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

分
娩
後
の
ボ
デ
ィ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

図１

分娩前後に関わる疾病の相互関係
r、

難産

’
１
 

一鯵 後産停滞」豚

Ｚ 
宮内膜炎

↓ 
|錨一’

卵巣膿順

震用・淘汰 繁殖一生産性の低下

が
三
・
七
五
以
上
あ
る
と
、
分
娩
後
の

乾
物
摂
取
量
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
分
娩
後
に
ボ
デ
ィ
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
が
一
以
上
低
下
（
つ
ま
り
二
・
五

以
下
）
す
る
と
、
代
謝
病
発
生
の
危
険

が
高
ま
り
ま
す
。
初
回
授
精
日
数
が
伸

び
、
受
胎
率
も
低
下
す
る
事
も
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
産
褥
期
の
疾

病
の
危
険
率
を
高
め
ま
す
。

適
正
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
管
理
を

行
な
う
こ
と
で
、
疾
病
の
危
険
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
表
二
参
照
）

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
見
方

重
要
な
こ
と
は
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

は
、
三
・
七
兀
以
上
あ
っ
て
は
い
け
な

い
。
二
・
五
以
Ｆ
に
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
落
ち
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
は
、
簡
単
に
判
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
判
定
に
は
、
尾

根
部
と
座
骨
を
使
い
ま
す
。
尾
根
部
の

靭
帯
が
脂
肪
で
埋
ま
り
、
靭
帯
が
見
え

な
く
な
る
と
、
こ
れ
は
、
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
三
・
七
五
以
ｋ
を
意
味
し
ま
す
。

ま
た
、
座
骨
に
触
れ
て
み
て
、
こ
こ

に
脂
肪
が
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
れ

ば
こ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
二
・
五

以
下
で
す
。

f￣、

平
成
八
年
四
月
に
中
標
津
町
管
内
に

て
牛
の
結
核
病
、
ブ
ル
セ
ラ
病
検
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
地
区

に
つ
き
ま
し
て
は
ご
協
力
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

●
実
施
期
間
平
成
八
年
四
月
（
予
定
）

●
実
施
機
関
北
海
道
根
室
家
畜
保
健

衛
生
所

●
該
当
地
区
武
佐
、
開
陽
、
北
中
標

津

※
な
お
、
詳
し
い
日
程
に
つ
き
ま
し
て

は
、
後
日
通
知
い
た
し
ま
す
。

牛
の
結
核
病
、

中
標
津
町
農
林
課
畜
産
係

ブ
ル
セ
ラ
病
検
査

の
実
施

‘ 



あ
な
た
の
牛
群
に
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
一
一
・
七
五
以
下
の
牛
が
何
頭
い
る
か
、

二
・
五
以
下
の
牛
が
川
頭
い
る
か
を
数

え
て
く
だ
さ
い
。
牛
群
の
巾
で
、
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
：
｜
・
七
五
以
ｆ
、
二
・

五
以
下
の
牛
は
、
一
割
以
下
に
す
る
べ

き
で
す
。
そ
し
て
、
ボ
デ
ィ
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
二
・
Ⅱ
と
判
定
さ
れ
た
牛
が

表１

疾病

分娩にまつわる主な疾病

７厘こる時期

難産

乳熱

後産停滞

ｆ宮|ﾉlllj1炎

ケトージス

脂肪肝

分娩|彫

分娩前後３週間

分娩後1週間

分娩後３日から２週間

分娩後１週間から60ｐ

分娩前１週間から分娩後３週間

も
し
も
い
た
と
し
た
ら
、
そ
の
牛
は
、

極
め
て
危
険
な
状
況
に
い
る
の
だ
と
い

う
認
識
を
侍
っ
て
下
さ
い
。

移
行
期
を
乗
り
切
る

分
娩
後
の
疾
病
を
少
な
く
す
る
た
め

に
、
他
に
も
い
く
つ
か
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
項
甘
が
あ
り
ま
す
。
（
表
三

参
照
）

表２ボディコンディションの推奨値 揮耐Ｉ

乾乳'卜．分娩時

産褥期の牛

分娩後のコンデ

ィションの低「

3.75以上にならないこと＊

2.5以下にならないこと

30Ｈで、0.5の低下

*稚\Lﾄﾄが、コンディション3.75以上になってしまった場合は、乾乳'1’
に決して痩せさせず．入らせずぞのまま分娩させる壷

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
分
娩
前
後
に
牛

に
か
か
る
ス
ト
レ
ス
を
、
で
き
る
だ
け

少
な
く
す
る
と
い
う
こ
と
の
他
な
り
ま

せ
ん
。

適
切
な
ボ
デ
ィ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
、

牛
に
快
適
で
ス
ト
レ
ス
の
な
い
飼
養
環

境
。
こ
れ
が
、
産
褥
期
の
疾
病
を
減
ら

す
決
め
手
で
す
。

表３生産病予防のポイント

太りすぎ（ＢＣｓ3.75）以'二にしない。

必要に応じた乾乳期間｢'1にいくらかの乾葉を給与

分娩前後での飼料給与方法をなるべく変化させない

分娩後の穀類の絵'７科を急激に増加させない

分娩前後に、牛をあま')移動させない

鷹と刃

電
気
の
停
電
、
故
障
な
ど
の
復
旧
修

理
作
業
に
つ
い
て
は
、
㈱
尾
藤
電
気
商

会
に
委
託
し
て
お
り
ま
し
た
か
、
平
成

八
年
四
月
．
ｎ
か
ら
、
北
海
道
電
力
㈱

が
修
理
作
業
を
行
な
う
こ
と
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

電
気
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
、
故
障

な
ど
の
受
付
窓
Ⅱ

中
標
津
町
東
七
条
化
一
丁
目
六
番
地

北
海
道
竜
力
株
式
会
社
中
標
津
営
業

所電
話
（
０
１
５
３
７
）
２
１
２
０
１

０
番

｢電気｣故障修理
業務変更の
お知らせ

４月１日から
「ほ〈でん｣へ

庁
ョ
Ｐ
ゲ
片
ｒ
ｖ
ｊ
Ⅲ
皿｝ ） 

Ⅱ
》
Ｂ

恥
騨

￣甲

／ 
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蝋
熟
蝋

活
動
で
の
出
会
い
が
楽
し
み

昭和36年６月１８日、中標津

町で生まれる「

…
 

2宇目、

＃溺蕊
,鰯Ⅷ:騨鬮｢凪‘

患．
中標津中学校卒業後、別海

町走古丹で保母として５年勤

める。その後、長崎屋中標津

店に勤め26歳で結婚。

現在、畑作と肉牛を飼養す
る兼業農家。祖母、父、母、
ご主人の５人家族。

ｈ 

鑿̄
0 

１ 
Ｆ■■ 
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い
つ
も
元
気
で
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

真
利
子
さ
ん
。

家
族
の
中
で
も
、
婦
人
部
の
中
で
訂

い
つ
も
Ⅲ
る
さ
を
ふ
り
ま
き
、
周
り
に

い
る
人
達
を
楽
し
く
し
て
く
れ
る
、
ム

ー
ド
メ
ー
カ
ー
的
存
在
な
の
で
す
、

現
在
、
福
嶋
さ
ん
宅
の
地
区
は
、
同

年
代
の
奥
さ
ん
達
が
少
な
い
の
で
、
支

部
で
の
交
流
が
も
て
ず
、
さ
み
し
い
と

い
い
ま
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
の
部
長
と
し
て

も
活
躍
す
る
真
利
子
さ
ん
で
す
が
、
婦

人
部
の
椚
動
を
皿
し
て
、
「
他
の
地
区
の

人
達
と
話
し
が
で
き
る
事
が
楽
し
い
。

町
で
会
っ
て
も
挨
拶
し
あ
っ
た
り
、
色

々
な
人
と
、
知
り
あ
え
る
の
が
い
い
よ
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
〉

仕
事
の
伽
で
は
、
｜
家
の
人
黒
住
？

と
な
っ
て
ご
主
人
の
剛
さ
ん
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

姉
妹
の
よ
う
に
仲
の
良
い
、
お
義
母

さ
ん
の
ヤ
イ
↑
さ
ん
も
「
冥
利
Ｔ
ち
ゃ

ん
は
頑
張
り
屋
さ
ん
な
の
よ
」
と
い
い

ま
す
。
「
今
は
、
と
て
も
大
変
な
時
期
だ
け

ど
大
変
だ
か
ら
と
い
っ
て
投
げ
だ
せ
な
い

も
の
。
頑
張
っ
て
仕
事
し
て
れ
ば
、
き

っ
と
い
い
時
が
く
る
よ
ね
」
と
話
す
真

利
子
さ
ん
と
ヤ
イ
子
さ
ん
。毎■、

恥
祇
炉
咄
、
劃

そ
ん
’
な
元
気
で
川
る
い
二
人
が
、
こ

れ
か
ら
の
農
業
を
川
る
く
し
て
い
く
よ

う
で
す
。

農
村
に
暮
ら
す
女
性
と
し
て
、
力
強

く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
の
時
期
は
、
暇
を
み
て
ス
キ
ー
に

行
っ
た
り
と
生
活
も
楽
し
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
前
向
き
に
元
気
い
っ

ぱ
い
ワ
レ
ソ
シ
ュ
パ
ワ
ー
全
開
の
真
利

子
さ
ん
で
す
。

ゴ
ー
，
Ⅲ
‐
Ｐ
Ｌ
一
恥
グ
レ

ー

□
『
４
＄
『
Ⅱ
●
ｊ
」

堀

則
旧
Ⅲ
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いつも家の中では笑いが絶えない二人なのです
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パマ
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部
・
机
沢
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
勝
利
に

輝
き
、
ホ
テ
ル
提
供
の
メ
タ
ル
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
を
や
ら
な
い
人
た
ち

は
、
カ
ラ
オ
ヶ
ル
ー
ム
で
職
の
練
習
や

温
泉
に
人
っ
て
の
ん
び
り
な
ど
、
各
部

屋
ご
と
の
交
流
や
皆
の
腱
し
い
話
し
に

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

Ⅱ
■
⑪
■
０
０
■
 
０
日

143人が一同に会した大宴会

夕



日
中
の
暖
か
い
陽
ざ
し
を
受
け
て
、

雪
ど
け
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

雪
が
と
け
黒
土
が
所
々
に
顔
を
出
す

頃
、
学
生
は
卒
業
の
時
期
を
迎
え
、
酪

農
家
は
乳
仙
の
季
節
の
到
来
を
喪
感
し

ま
す
。

昨
年
末
か
ら
、
支
部
酪
対
の
皆
さ
ん

に
積
み
上
げ
を
お
願
い
し
、
地
区
、
全

道
の
討
議
を
経
て
、
平
成
八
年
度
の
酪

農
、
畜
産
物
政
策
要
求
運
動
の
方
針
が

決
定
致
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
で
す
が

①
加
工
原
料
乳
保
証
価
格
に
つ
い
て

は
、
生
産
者
の
営
農
意
欲
を
損
な
わ
な

い
よ
う
、
現
行
価
格
を
際
持
す
る
こ
と
。

①
限
度
数
量
に
つ
い
て
は

ゆ
と
り
あ
る
需
給
計
画
に
基
づ
き
、

適
正
に
設
定
す
る
こ
と
。

①
酪
農
経
営
合
理
化
対
策
に
つ
い
て

国
際
化
に
対
応
す
る
経
営
体
質
強
化

を
促
進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
特
別

対
策
措
置
を
識
ず
る
こ
と
。

こ
れ
ら
を
中
心
と
し
て
、
酪
農
経
営

安
定
の
た
め
の
諸
政
策
を
要
求
し
て
ゆ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

酪
農
や
畜
産
物
政
策
に
あ
た
っ
て

産
者
側
の
位
置
づ
け
の
違
い
が
あ
り
主

す
。国
側
で
は
七
十
派
Ⅲ
七
十
五
銭
の
う

ち
、
二
円
六
十
四
銭
は
調
整
額
で
あ
り
、

推
定
生
産
費
は
七
１
｜
｜
｜
Ⅲ
１
一
銭
と
い

う
立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。

根
室
管
内
の
要
求
事
項
で
あ
り
ま
し

た
、
七
１
五
円
七
十
五
銭
の
現
行
価
格

の
川
示
に
つ
い
て
は
、
全
道
段
階
で
孫

附
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
価
格
の
川
示

は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
、
解
釈

の
遠
い
が
あ
る
様
で
す
が
、
国
側
と
牛

「 、●今月のたより…．.，/F厚、

長曰誌
代表理事組合長
みとＬＬＩｌＩｎｊ２

三友盛行

化た保るしれ皆をなもの分た’りす‘)ｊま方よ産てｌ１ｌＩｊＪＩ
、。護と｜｜まの様展がと必【'１千額能がので龍行リ者塊お稀銭・

蝋纈｢,赫吏糟'5Ｗ向澱麟力:！;調Ｍ鑪賤Il1liii州撹瓦

蕊瀞轆繊鰕鱗躯鰯鯲難

騨i蕊;識鰯熱;熱
継は兄、農お、細た額開後こ瓢みに今のり’１齢とｊｉネコ｝ｉ
者、え手業願そ今めにののとをにな後「ｌｉｉま指のすにｈｌＵ

１［朧厚筧緤繍１ポ灘縢鰹澱丈堤鮴到↑iｆ

伝7頁

嫁
ｆ
足
、
鞭
巣
化
、
廃
業
と
Ⅱ
本
の
鵬

家
と
Ⅲ
じ
脳
み
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
様
な
巾
で
の
彼
我
の
違
い
は
、

農
以
と
し
て
の
誇
り
の
岡
さ
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
．
股
Ⅸ
と
し
て
牛
さ

る
鱒
ぴ
の
強
烈
な
、
党
、
家
の
歴
史
を

誇
り
、
家
族
を
愛
す
る
姿
勢
、
農
業
を

積
極
的
に
選
択
し
た
化
さ
〃
、
こ
れ
ら

が
時
代
の
変
遷
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
き

残
れ
る
〃
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

ｎ
然
条
件
、
経
済
環
境
を
物
と
も
し

な
い
生
命
力
を
侍
っ
た
農
業
、
農
民
に

な
り
た
い
も
の
で
す
。

議iiiil1iiillliiiiiiliiiiiiiiiiilil蕊iii：
グ〃
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中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
総
会

灘蕊２ 

Ｐ
Ｒ
ノ 趣 i蕊蕊Ｉ識 錆i1警総醤静

P 

第
一
一
十
五
回
中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
総
会
が
、
二
月
五
日

農
協
大
会
議
室
を
会
場
に
、
第
二
俣
落
の
横
田
光
彰
氏
を
議
長

に
選
出
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

露 蝋Ｉ ￣－ 

議
事
に
先
だ
ち
、
会
員
の
一
カ
年
の

改
良
の
成
果
と
し
て
高
能
力
牛
な
ど
の

養
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
事
業
報
告
、
事
業
計
向

に
対
し
様
ざ
ま
を
意
兄
が
出
さ
れ
、
活

発
に
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

直
接
経
営
に
胸
す
る
消
流
事
業
、
共

進
会
事
業
な
ど
に
お
い
て
も
、
管
内
を

リ
ー
ド
す
る
同
志
公
と
し
て
、
会
興
机

互
の
信
狐
及
び
、
党
を
も
っ
て
各
事
業

に
参
加
し
て
い
く
事
と
し
、
高
能
力
牛

の
表
彰
魏
定
を
改
定
し
腺
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

引
続
き
役
員
改
選
で
は
慎
軍
な
討
議
の

結
果
、
次
の
方
々
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
弾
服
原
正

副
会
長
今
井
靖
清

〃
佐
々
木
昭
雄

朧
事
秋
川
久
雄

〃
植
村
稔

〆ﾛ■

亘室IlI二藷雲泰認詩する会冒

(平一十1,几刷一道平で作適総鏑○○の小勤会

成適’`Ｔ標年・XF正成お科・ＴＥ会二
十用当津三平二'１化八知が化にト

リ’'１１月戒たあ年ら次あて四
年１Ｚ下中上標.三八りつ度せのつ、ln1
二成畑畑畑準十年上せ！|’い皿せ平膜|’
）ｊ八二＝五小一四限ん標た’）ん成標
三年千下千作１二１）］八価津し決Ｉ１ｌＴ八津
卜囚二五トリ科一一卜格lIlJま定格イＦ１１１Ｔ
－ＨｌＴ百、〃農すし此度農
１］－ｌＵＩＩ１１円地。まぴ農業
一｜」平二移し標地委

成適動た準移員

、

中標津 農業委
お知ら・

〈毒一
員
せ中標津町

’からの

平成８年度

農地あっt#ん
価格

ノ

ダダ



｢伯爵｣の生 いて講演会 ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
〃

じ
ゃ
が
い
も
を
語
る
会

喪間先生とじゃがいもを語る≦

(戸、

中
標
津
町
名
産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
「
伯
爵
」
の
生
み
の
親
で
あ
る

浅
問
和
夫
氏
（
ホ
ク
レ
ン
米
麦
農
産
推
進
部
勤
務
）
を
招
い
て
の

「
じ
ゃ
が
い
も
を
語
る
会
」
が
二
月
一
一
十
二
日
、
町
文
化
会
館
研

修
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。健
康
の
泉
〃

ジャガイモのすばらしさを強調して:冒す浅間先生

こ
の
語
る
会
は
、
伯
爵
〈
ワ
セ
シ
ロ
）

を
栽
培
す
る
若
干
の
農
家
で
結
成
さ
れ

た
、
マ
リ
ン
ス
フ
ァ
ー
ム
（
内
崎
敬
造

代
表
）
が
主
膿
し
た
も
の
で
、
生
産
農

家
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
町
民
に
も
ジ

ャ
ガ
イ
モ
に
つ
い
て
耶
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
開
か
れ
た
も
の
。

会
場
に
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
生
産
者
の

ほ
か
、
主
婦
層
や
閏
係
機
関
な
ど
約
流

十
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

浅
間
先
龍
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ル
ー

ツ
か
ら
各
阯
種
の
特
徴
や
成
分
な
ど
、

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
。
特
に
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
カ
ロ
リ

ー
が
少
な
く
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
が

豊
富
で
〃
美
と
健
康
の
泉
〃
と
一
一
一
一
口
わ
れ

る
ヘ
ル
シ
ー
な
食
べ
物
の
Ｔ
様
」
さ
ら

に
「
道
産
の
乳
製
品
や
肉
製
品
と
の
扣

性
が
良
」
と
強
調
し
て
話
し
ま
し
た
。

穣窺、

ま
た
、
講
演
に
続
い
て
、
を
か
し
く

つ
フ
ー
ズ
㈱
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
加
工
食
品

や
健
康
乳
製
品
飲
料
ケ
フ
ィ
ア
オ
ー
レ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
あ
し
ら
っ
た
菓
子
の
試

食
な
ど
も
行
を
わ
れ
好
評
で
し
た
。

ジャガイモｶﾛｴ食品の試食も好評でした

グ’



婦
人
部
料
理
教
室

料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
そ
う

灰司】

、
■
１

て
ん
菜
化
産
振
興
会
花
催
に
よ
る
、

て
ん
菜
栽
培
講
習
会
が
二
Ⅱ
’
’
十
Ⅱ

Ｉ
標
津
保
養
所
温
泉
に
て
会
員
肱
ぴ
に

家
族
Ⅲ
１
五
人
の
参
加
に
よ
っ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

洲
日
は
、
ホ
ク
レ
ン
根
釧
原
料
所
の

烏
木
所
長
、
大
櫛
技
師
に
よ
る
営
農
技

術
、
て
ん
菜
育
苗
符
叩
の
要
点
に
つ
い

て
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
北
武
佐
の

紙
川
征
二
氏
の
「
我
が
家
の
て
ん
菜
犠

北武佐・樋田i;Ｗ，､》事例発表

てん菜栽培講習会開催

。 田さんIiD事例

￣＝ 

----.1p･ロＩ蝿,嘩需=悪日： 》【｛⑭一》一

一＄已巴

雷尋i蕊W霧蕊;l露矼二△▲

ｲﾁ 

Ｐ扇

堵
」
と
題
し
、
事
例
発
表
会
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
過
去
五
年
間
の
実
績
、
地
力

対
策
な
ど
松
、
氏
の
て
ん
菜
栽
培
の
心

得
が
発
表
さ
れ
、
出
席
着
全
員
に
よ
る

怠
見
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
磯
協
か
ら
育
苗
セ
ン
タ
ー
の

稼
働
計
両
が
提
出
さ
れ
講
習
会
終
了
後
、

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
有
意
義
な
一
Ⅱ
を

過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

栽培技術の向上と交流をかねて行なわれた談習会

ズダ



なかしぺつちようを
『
青
年
講
座
』
で
、

伯
爵
ま
つ
り
考
え
る

編、

各テーブルでは､現状での問題点
などさまざまな意見が出されま
Ｌﾌﾟニ

ｎ
分
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
あ

り
〃
、
青
年
部
事
業
を
考
え
る
青
年
講

座
が
、
｜
｜
Ｈ
二
十
一
日
農
協
大
会
議
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
「
じ
ゃ
が
い
も
伯

爵
ま
つ
り
＆
ふ
れ
あ
い
広
場
の
将
来
像
」

で
、
こ
の
伯
爵
ま
つ
り
は
、
異
業
稲
』
父

流
、
組
織
強
化
、
農
業
の
育
成
振
興
、

町
活
性
化
を
目
的
に
中
標
津
町
商
工
会

青
年
部
、
川
観
光
協
会
と
の
実
行
委
員

会
組
織
で
実
施
し
、
農
協
青
年
部
で
は

最
大
の
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
ま
つ
り
も
側
を
重
ね
る
ご
と

に
町
民
に
も
定
着
し
、
延
べ
四
千
人
の

集
容
を
有
す
る
大
き
な
ま
つ
り
と
な
り
、

最
近
で
は
標
津
や
羅
臼
か
ら
、
ま
つ
り

に
参
加
し
た
い
と
の
希
望
も
あ
り
ま
す
。

｜
方
、
実
施
団
体
で
あ
る
両
青
年
部
の

部
員
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ

の
様
な
こ
と
か
ら
今
後
に
お
い
て
、
こ

の
ま
つ
り
を
ど
う
考
え
、
ど
の
よ
う
な

方
向
に
持
っ
て
行
く
の
か
、
今
回
の
青

年
講
座
で
考
え
た
も
の
。

講
座
で
は
、
約
十
人
ず
つ
が
三
テ
ー

ブ
ル
に
分
か
れ
、
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行
な
わ
れ
、
ま
ず
、

じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
発
足
の
経
緯
を
確

認
。
続
い
て
、
場
所
や
イ
ベ
ン
ト
、
父
行

F湧く

委
員
会
体
制
な
ど
各
分
野
に
お
け
る
現

状
で
の
問
題
点
、
改
善
点
を
協
議
し
、

将
来
に
お
け
る
ま
つ
り
規
模
、
将
来
像

を
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
ま
と
め
、
全
体
討

議
で
集
約
し
ま
し
た
。

将
来
像
と
し
て
は
、
町
内
は
も
と
よ

り
、
根
室
管
内
、
道
外
か
ら
も
人
が
集
ま

る
ま
つ
り
に
。
伯
爵
と
い
う
名
に
こ
だ

わ
る
事
な
く
「
を
か
し
く
つ
ち
よ
う
」
を

売
り
込
め
る
ま
つ
り
に
。
中
標
津
に
は

午
が
い
て
、
牛
乳
や
牛
肉
、
乳
製
品
、

伯
爵
い
も
が
美
味
し
く
、
あ
た
た
か
い

町
民
と
の
交
流
が
出
来
る
、
そ
ん
な
イ

メ
ー
ジ
が
わ
く
よ
う
な
ま
つ
り
に
し
て

行
き
た
い
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

グ筆



気
象
概
況
三
Ｈ
は
畔
々
冬
型
の
気
圧

配
置
と
な
り
、
四
月
か
ら
五
月
は
天
気

は
周
期
的
に
変
わ
り
、
気
温
の
変
動
が

大
き
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
期
間
の
降
水

（
雪
）
比
は
平
年
北
の
見
込
み
で
す
。

三
月
時
々
、
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な

り
、
ｎ
本
海
側
で
は
曇
り
や
雪
ま
た
は

雨
の
口
が
多
い
で
し
ょ
う
。
太
平
洋
側

や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
で
は
晴
れ
の
Ｒ
が

多
い
見
込
み
で
す
。
気
温
は
低
い
。
降

水
量
は
平
年
並
。

四
月
高
気
圧
と
低
気
斥
が
交
互
に
遮

り
、
大
気
は
周
期
的
に
変
わ
る
で
し
ょ

う
．
気
温
の
変
動
が
入
き
い
見
込
み
で
す
。

気
温
は
平
年
並
。
降
水
堂
は
平
年
並
．

五
月
低
気
圧
と
高
気
尿
が
交
瓦
に
通

り
、
天
気
は
周
期
的
に
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

気
温
の
変
動
が
入
き
い
兇
込
み
で
す
。

気
温
は
平
年
並
．
降
水
量
は
平
年
並
。

３カ月予報
北海道地方長期予報

財
日
本
気
象
協
会
北
海
道
本
部

－－ 

尻夕



去
る
一
．
月
一
一
－
一
一
一
日
、
馬
鈴
し
ょ
振

興
対
策
協
議
会
主
催
並
び
に
根
釧
地
区

馬
鈴
し
ょ
改
善
協
議
会
協
賛
に
よ
る
、

馬
鈴
し
ょ
栽
培
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
Ⅱ
は
組
合
員
、
農
業
関
係
機
関
並

び
に
弟
十
属
、
摩
周
農
協
な
ど
約
ヒ
ト

人
が
参
加
。

午
前
１
時
よ
り
日
本
チ
パ
ガ
ィ
ギ
㈱

技
術
願
Ⅲ
農
業
博
士
・
高
桑
先
生
に
よ

る
、
馬
鈴
し
ょ
疫
病
対
策
に
つ
い
て
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
馬
鈴
し

霜
鈴
し
よ
》
藏
培
讃

疫
病
対
策
、
農
薬
の
使
用
、
新
品
種
の
栽
培
技
術
を
学
ぶ

鱸鬘欝1
し

１
Ｆ
口

酪
農
、
畜
瀧
を
と
り
ま
く
環
境
は
、

牛
肉
の
自
由
化
、
Ｕ
Ｒ
農
業
合
意
を
受

け
た
関
税
率
の
引
下
げ
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
設

立
な
ど
、
国
際
化
の
進
展
に
よ
り
厳
し

い
競
争
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
農
家
の

経
常
安
定
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
呵

生
壹
醸
を
可
能
と
す
る
価
格
及
び
コ
ス
ト

低
減
に
向
け
た
強
力
な
支
援
政
策
が
必

要
で
す
。

こ
の
た
め
、
道
酪
対
、
地
区
酪
対
と

ょ
展
着
剤
の
効
用
に
つ
い
て
、
ト
モ
ノ

ア
グ
リ
カ
の
岩
越
氏
、
マ
ン
ゼ
ブ
剤
の

近
況
に
つ
い
て
、
三
洋
貿
易
の
長
尾
課

窪，窪，
《へ

￣ 

＝ 

i素
催

高桑先生による誌鯛 一輔

連
携
し
、
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
要
請

運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

○
第
一
次
連
動

二
月
二
十
八
日
～
’
’
十
九
日

○
根
室
地
区
酪
農
民
代
表
者
集
会

三
ｎ
ｈ
日
中
標
津
町
寿
宴

管
内
三
百
八
規
模

○
第
二
次
運
動
（
地
区
特
別
連
動
）

三
月
十
一
一
一
日
～
十
四
Ⅱ

長
の
講
演
が
あ
り
、
受
講
蒋
一
同
人
変
午
後
よ
り
ボ
ク
レ
ン
本
所
・
機
間
先

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

唯
の
、
新
姉
種
の
栽
培
技
術
に
つ
い
て

J亭｡§

○
酪
農
協
会
要
請

一
一
一
月
十
二
Ⅱ
～
卜
近
日

○
総
決
起
大
会
（
酪
農
協
会
主
催
）

｜
｜
｜
月
十
一
一
一
口
札
幌
市

○
第
三
次
運
動

一
一
一
月
二
十
一
Ⅱ
～
二
十
一
一
一
口

○
第
四
次
運
動

二
一
月
一
一
十
五
Ⅱ
～
二
十
九
，

○
酪
農
協
会
要
請

二
月
一
一
十
六
日
～
’
’
十
九
、

疫病対渡など熱心に話しを聞く参加者

あすけたあ｜）キリル抗トジの
りる適つり作は、テ性セヤ識
まよ正て、付、サ｜品ンが旗
しうな輪栽け本ク、種チイが
た指栽作培子年ラ紅アユモあ
゜導培をｌご定度フアスウシリ
がをさ当でよう．カタ祇ス、

０
 

ｸﾞlグ



ｊ
Ａ
で
は
、
年
金
を
お
受
け
取
り
の

〃
に
、
オ
ト
ク
な
定
期
貯
金
「
年
金
受

給
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
」
を
二
月
一
Ｈ
か

ら
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

ご
利
川
い
た
だ
け
る
刀
は
、
中
標
津

町
農
協
で
国
民
年
金
、
厚
舘
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
を
お
受
け
取
り
の
方
、
新

た
に
お
受
け
取
り
予
定
の
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

お
預
け
入
れ
金
額
は
一
人
粁
万
円
ま

で
期
間
は
一
年
の
ス
ｉ
パ
ー
定
期
、

利
率
は
膳
蚊
に
獲
示
す
る
ス
ー
パ
ー
定

期
一
年
も
の
の
金
利
に
一
計
が
上
乗
せ

開
催
Ⅱ
時
平
成
八
年
一
一
月
二
十
ｎ
日

開
催
場
所
中
標
津
川
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

『
平
成
上
年
度
．
月
末
損
総
統
制
計

両
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

｜
く
い
期
退
職
者
に
対
す
る
報
奨
金
の

鰹
塵
陰の
瞳
坦

第
十
一
回
理
事
会

さ
れ
ま
す
Ｅ

申
し
込
み
方
法
は
、
Ｊ
Ａ
窓
Ⅱ
に
年

文
給
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

三
、
永
年
勤
続
職
員
の
退
職
に
伴
う
表

彰
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

四
、
参
事
退
任
に
伴
う
特
別
加
給
金
の

支
給
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

ｈ
、
平
成
上
年
度
新
し
い
農
業
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

事
業
実
施
王
体
、
な
か
し
く
つ
マ
リ

ン
ス
フ
ァ
ー
ム
、
事
業
費
行
五
十
三

万
九
下
円
で
原
案
通
り
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

漏昏

●テレホンサービスも

金
受
取
口
座
の
貯
金
通
帳
を
提
示
し
て

下
さ
い
。
新
た
に
農
協
で
年
金
を
お
受
け

取
り
の
〃
は
、
裁
定
請
丞
賀
ぴ
ど
を
提
出

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
年
金
受
取
予
定
Ⅱ

座
の
貯
金
通
帳
を
提
示
し
て
下
さ
い
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
Ｊ
Ａ
貯
金
す
こ

や
か
倶
楽
部
」
の
開
設

Ｊ
Ａ
で
は
年
金
受
給
省
に
対
す
る
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
Ｊ
Ａ
貯
金
す
こ
や

か
倶
楽
部
が
平
成
八
年
四
Ｈ
ｌ
Ｒ
か
ら

笈
施
さ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
健
康
机
談
、
年
金

ア
ド
バ
イ
ス
、
子
供
電
話
相
談
、
交
通

八
、
平
成
七
年
度
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
高

度
化
推
進
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、

ケ
フ
ィ
ァ
オ
ー
レ
の
事
業
展
開
支
援

事
業
で
、
事
業
費
百
九
十
四
万
二
下

円
で
原
案
通
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

七
、
贈
与
税
納
税
猶
与
に
係
る
債
務
保

証
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

て
平
成
七
年
度
期
末
主
要
行
事
予
定

に
つ
い
て

二
、
を
か
し
く
つ
フ
ー
ズ
㈱
の
経
営
状

況
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

月民､！

事
故
兇
舞
金
制
度
（
事
故
発
能
後
百
八

十
Ⅱ
以
内
に
死
亡
し
た
場
合
、
見
舞
い

金
工
卜
万
円
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
電
話
番
号

○
健
康
相
談

０
１
２
Ｏ
ｌ
ｌ
８
Ｏ
ｌ
８
６
Ｏ
 

ｏ
年
金
ア
ド
バ
イ
ス

Ｏ
１
２
０
ｌ
２
５
５
ｌ
１
６
８
 

○
子
供
電
話
扣
談

Ｏ
１
２
Ｏ
ｌ
３
３
６
ｌ
Ｏ
５
３
 

※
年
金
貯
金
の
申
し
込
み
、
詳
し
い
内

容
は
、
お
気
軽
に
ｊ
Ａ
ｉ
標
瀧
貯
金
窓

Ⅱ
に
ご
柧
談
下
さ
い
。

「
組
〈
目
員
資
格
の
変
更
に
つ
い
て

一
一
、
北
海
道
電
力
と
の
業
務
委
託
契
約

の
解
除
に
つ
い
て

三
、
年
金
受
給
者
に
対
す
る
金
利
優
遇

措
置
に
つ
い
て

四
、
年
金
受
給
者
に
対
す
る
テ
レ
フ
ォ

ン
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

五
、
平
成
八
年
度
酪
農
畜
産
政
策
価
格

対
策
運
動
の
展
開
に
つ
い
て

六
、
根
室
管
内
冬
期
Ｊ
Ａ
役
員
研
修
会

の
開
催
に
つ
い
て

七
、
地
区
別
懇
談
会
の
日
程
に
つ
い
て

八
平
成
七
年
度
農
業
協
同
組
合
功
労

荷
の
受
賞
に
つ
い
て

ﾌﾟア



こ
の
十
年
間
で
、
私
た
ち
国
民
一
人

当
た
り
の
食
費
の
伸
び
は
わ
ず
か
三
許

で
す
が
、
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
調
皿

食
凹
叩
は
四
○
訂
、
外
食
は
一
三
訂
を
占

め
る
反
面
、
野
菜
や
海
草
な
ど
素
材
的

な
食
品
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

大
手
ス
ー
パ
ー
の
調
査
で
も
、
加
工

食
品
の
売
り
上
げ
が
、
食
品
販
売
額
の

半
分
を
占
る
そ
う
で
、
私
た
ち
の
食
生

活
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

製
造
年
月
日
表
示
の
問
題
点

魚
や
肉
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
の

鮮
度
は
、
見
た
目
で
分
か
り
ま
す
が
、

加
工
食
品
は
そ
の
判
断
が
難
し
い
の
で
、

■1人当たり食料費支出の費目別実質金額指数の推移

１品｢ 四ｌｌＲＨＢｌＡＯ」

傍引､、

,世I■

１ラ｢
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iⅡ［る③がいの②品躍①め桂
川心一必る家冷の的食ら徳
も４１１１（」要の庭）,蝿Ｆ１に，llJjれに
注かでにでで庫持向のてよ
父らもな、ののち上加いつ
す、新つⅢ保大をし工まて
る」,lｆして持存型判、技す製
多でいいち期化断製術゜造
蹴は物るに問なし造やし年
度少を｡つがどず年流かⅡ
小量賀い長でら）ｌｊｊｊＥＬｌＩ
１１のおて期、いﾛノノ表
配食うの化購･か法示
送品と情し入らがが
ををす報て後食飛雄

行
な
い
、
流
通
コ
ス
ト
が
高
く

な
る
。

な
ど
の
問
題
が
催
じ
て
き
ま

し
た
。

加
エ
食
品
の
表
示
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
の
？

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
農
水
省
で
は
、
食
品
の
保

作
度
合
い
や
品
質
の
変
化
の
早

さ
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
分
け
を

行
な
い
、
製
造
年
Ⅱ
日
表
示
か

ら
期
限
表
示
へ
変
え
る
こ
と
に

し
た
の
で
す
、

で
は
、
ど
の
様
な
グ
ル
ー
プ

に
分
け
ら
れ
る
の
か
説
明
し
ま

し
ょ
う
。

姦悪別

｜
、
一
消
費
期
限
」

お
弁
当
や
調
理
パ
ン
を
ど
の
よ
う
に

品
賛
が
急
速
に
変
化
し
、
製
造
後
な
る

べ
く
早
く
食
べ
る
よ
う
に
心
が
け
た
い

も
の
は
「
消
費
期
限
」
と
し
て
年
月
日

を
表
示
し
ま
す
。

こ
れ
は
表
示
さ
れ
た
期
限
を
過
ぎ
た

ら
食
べ
る
の
を
慎
ん
だ
ほ
う
が
良
い
で

し
ょ
う
。

二
、
「
賞
味
期
限
」
（
品
質
保
持
期
限
）

①
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ル
ド
ハ
ン

バ
ー
グ
な
ど
の
よ
う
に
二
カ
月
以
内
戎

ら
全
て
の
品
質
が
十
分
に
保
持
で
き
る

期
限
を
「
賞
味
期
限
」
（
品
質
保
持
期
限
）

表１■食品の日付表示

製浩Ｅ

鑪 議薑，鶴
Ⅱ津上｡｡‘

数日一i霊当鯛瓊パン

奪,鍼轌＿
ハムソーセージ

３カ月

蟻霞i誉i1，

貨
味
期
限
（
品
質
呆
待
期
限
〕

年
月
日
表
日
【
】
、
｜
年
月
表
系

年月日
で装示

年月で

表示

グゲ



〆

と
し
て
、
年
月
Ⅱ
を
表
示
し
ま
す
が
、

そ
の
日
が
過
ぎ
た
ら
食
べ
ら
れ
な
い
わ

け
で
は
な
く
、
味
な
ど
の
品
質
が
低
下

し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

②
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
や
缶
詰
な
ど
の
よ

う
に
三
カ
月
か
ら
数
年
間
は
全
て
の
品

質
が
十
分
保
た
れ
る
も
の
は
、
や
は
り

、

「
賞
味
期
限
」
（
品
質
保
存
期
間
）
で
す

が
、
こ
の
場
合
は
年
月
だ
け
の
表
示
と

な
り
ま
す
。

消
費
期
限
と
賞
味
期
限
、
こ
の
一
づ

の
違
い
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
、
あ
な

た
の
食
牛
活
の
ム
ダ
を
見
直
し
ま
し
ょ

、
フ
ロ

F可ｈ

フレッシュミセス
お菓子づくり教室

上
手
に
焼
き
あ
が
っ
て
犬
満
足

二
Ｈ
二
十
一
Ⅱ
伽
、
雪
印
中
標
津
ｒ

場
二
階
調
理
室
で
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ

ス
お
菓
子
づ
く
り
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
日
挑
戦
し
た
お
菓
子
は
、
「
か
ぼ

ち
ゃ
の
パ
イ
」
。
武
佐
の
中
司
俊
枝
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
て
、
参
加
者
は
六
人
と

ち
ょ
っ
と
少
な
め
で
し
た
が
、
楽
し
く

始
ま
り
ま
し
た
。

「
パ
イ
」
と
聞
く
と
難
し
そ
う
に
思
え

ま
す
が
、
中
司
さ
ん
の
や
さ
し
い
指
導

で
、
生
地
を
こ
れ
て
、
形
を
整
え
オ
ー

ブ
ン
へ
。

上
了
に
焼
き
あ
が
っ
た
パ
イ
に
参
加

櫛
皆
さ
ん
人
満
足
で
し
た
。

丙、

Ｆ△可

おいしいパイがたくさん出来あがり患した
、 ノ

ｸﾞ1夕
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ﾚﾝﾃﾞでﾗﾌﾞｼｭﾌﾟｰﾙ？ 青年部独身者
スキーツアー

(キーを通して交流在と、農協言年部独

i交流推進委罠会によるスキーツアーか

]４曰､津別スキー場で開|崖されましだ。

i曰はID配してい左天気や女'性の参pDに
iまれ、朝７時元気良くＪＡ前をバスで

;・スキー場に着いてからは、色とりど

)ウエアーに着替えゲレンデへ。雪鬘、

iともナイスコンティ三'ヨンの中、スキ

スノーボードとシュプールを描き楽し
;流となりまし方、

篠｡、

｡■ 
凸■

鐸
蕊

p頂

Ⅱ 

Ｍｋｉ－ 

ケー蝋

鍾冤

ｳｨﾝﾀｰｽﾎﾟｰﾂで交流会鱗雛 チューブに乗せられと二へ行く

■ 

酪震実習生受入協議会（佐藤識屋会長）主催による、冬期

実習生交流会か２月16曰、中標津空港カントリークラブで開
催されました。

この交流会は、実習生のほと幻どが道外から来ており、北

海道での冬の楽しみを体験してもらい、実習中の苦労をねぎ

らうと共に、お互いの交流を深めてもらうために企画されだ

もの。交流会には、１３人の実習生が参加、４輪バギーや歩く

スキー、そり滑りなどウインタースポーツを満喫したあと、
のんびりと)温泉に入ａくつろいだ－曰となりました、

｡ 

このスリルがたまらないのです

２〃



ﾃﾞｻﾞｲﾝ､ユニークさを競う雛ｳﾞﾘ大会
灘

－－－ 

;遙，

'eq、第８回皀を迎える南陽台自作ソリ大会か２月18曰、開陽台盲

成牧場内特設会場で開催され、町内の小中学生や弓股のアイデ

ィア凝らし厄自作ソリ19台か出場しましだ。

当曰は時折り雪か降る中ではありましだが、町内外から沢山

の家族連れか訪れ、スペースシャトルやユンボ、コブラ、カボ

チャ、ドラゴンボールなどユニークな自作ソリに声蓑が送られ

ていましだ。

まだ会場では、チューブすべりや宝さがし、馬ソリ、雪上車

の試乗会も行なわれ、にぎわい蓬見せてい証し厄。

； 

本物とまちがえそうなユンボのソリ

＃P園Ｌ

しまし厄ｃ

’グ
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特選新軍三二二／
〆

■、￣＝、し/
青年部役員選考委員会

和牛振興会役員会

L|』標１１野L牛改良同志会総会

第８回生産委員会

中央会監査(l6Hまで）

農業所得税ill税対策委員会

なかしくつフーズ㈱''1締役会

農協青年部青年講座

第７回役員協議会

第71,1符型購買委且会

馬鈴しょ職培誌脅会

第nＭ理事会

地区別懇談会（当幌）

〃 （武佐）

〃 （ｌｊｌ鳧橋）

〃 （開１場）

１， 

２１１ 

５日

７１=ｌ 

１３Ｅ１ 

１４１」

20日

２１Ｈ 

２２１上１

２３１１ 

お申し込み受付期間皀月～Ｂ月

lI1iiiilIlililUIlILliiIliliilli;Iliilllll； 
■園

'」

２４Ⅸ 

2611 

2711 

28ｎ 

２９Ｉｌ 

ホクレン
延払金利が

企道のＪＡで春の特選新車フェアが２月－３月開催さ

れています。期間１１１、カリーナ、カリーナＥＤ、スター

レット、マーチ、パジェロジュニア、パジェロミニ、ミ

ニカ、ＪＡサンバーの８車種全グレードを有利な条件で

お求めいただけます。

価格、その他詳しい内容は、お気!|難にＪＡＩｌ１標津営農

資材課へご相談下さい。

さらにＪＡならではのメリット

ホクレン延払金利が廷払盗金開設以来、最低の2.3％

（平成８年５月まで）とな')、より購入しやすいIiill度と

なりました。

この延払制度は、ポ'１合員の皆様がよ')有利にご隣人を

して頂くために、ご購入計画に合わせた支払い方法を１１１

意しておりますので､｢農業機械・自動車」の購入を計lllil

されておりましたら、ＪＡの購買窓Ⅱにご相談下さい。

互臼

人事異動

く平成８年２月29日付．＞

退職者浜谷嗣人（営農部長）

〈平成８年３月１日付＞

渡部弘道生産部長が営農部長を兼

務する、

●発行･中標津町農業協同組合●編集･経営相談課組織広報係‘2-3275●発行月日・平成８年３月１１Ｅ
どU２


